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四
国
お
遍

路
に
は
、

「
お
接
待
」

と
い
う
風
習

が
あ
り
ま

す
。
お
遍
路

と
は
、
四
国

一
周
し
て
修

行
を
す
る
過

酷
な
も
の
で

す
。
お
遍
路
に
対
し
て
、
食

事
・
宿
泊
等
を
提
供
し
お
も

て
な
し
す
る
心
が
、「
お
接

待
」
と
い
い
ま
す
。
相
手
に

手
を
差
し
の
べ
る
「
思
い
や

り
の
精
神
」
が
、
今
日
で
も

四
国
の
各
地
域
で
根
づ
い
て

い
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
労
働
組

合
と
し
て
そ
の
「
思
い
や
り

の
精
神
」
を
今
日
に
発
展
し

て
き
た
の
が
共
済
で
す
▼
い

ま
、
ア
メ
リ
カ
は
保
険
市
場

拡
大
を
目
的
に
、
日
本
に
圧

力
を
か
け
て
き
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
新
政
権
が
発
足
し

た
事
に
よ
り
、
共
済
制
度
に

も
大
き
く
影
響
が
で
ま
す
。

労
働
者
の
生
活
の
支
え
と
な

る
共
済
を
な
く
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。「
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人

の
た
め
に
」。（
Ｎ
）

天満でとどけ研修・学習会などにご利用ください

共謀罪廃案へ！府民大集会
　５月21日（日）　うつぼ公園　14：00～

大阪春の争議支援総行動
　５月26日（金）　終日

第46回評議員会
　６月３日（土）　国労大阪会館３階大会議室　13：00～

憲法施行70年目の5月3日

　

５
月
３
日
、
日
本
国
憲
法
施

行
70
年
目
の
憲
法
記
念
日
に
、

「
お
お
さ
か
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
」
は
、「
憲
法
こ
わ

す
な
５
・
３
お
お
さ
か
総
が
か

り
集
会
」
を
扇
町
公
園
で
開

催
。
１
万
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
、
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
次
々
と
憲
法
を

踏
み
に
じ
り
、
今
度
は
「
共
謀

罪
」
に
よ
っ
て
監
視
・
弾
圧
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
も

と
で
、「
憲
法
こ
わ
す
な
」
と

い
う
声
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
共
謀
罪
」
を
必
ず
阻

止
す
る
と
と
も
に
、「
ア
ベ
政

治
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
市
民

と
野
党
が
力
を
合
わ
せ
よ
う
」

と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

プラカード部門1位：北大阪
総合法律事務所「DANGER
・DENGER共謀罪」

「
幕
引
き
」は
許
さ
な
い
、

「
森
友
疑
惑
」の
徹
底
究
明
を
！

デコプラコンクールの結果

２位：大阪府職労
３位：�大阪府保険医協会、西

淀川医療労組、年金者
組合大阪府本部

２位：�西淀川医療労組
３位：�新婦人大阪府本部、医

療労組かわち野、大阪
国公西日本航空支部

デコレーション部門） デプラカード部門

　

２
月
に
発
覚
し
た
国
有
地

の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
を
め
ぐ

る
「
森
友
疑
惑
」
に
つ
い

て
、
安
倍
政
権
と
松
井
府
政

は
「
幕
引
き
」
に
躍
起
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
３
月
の
証

人
喚
問
以
降
も
新
た
な
事
実

が
次
々
と
明
か
さ
れ
、
真
相

究
明
を
求
め
る
声
は
い
ま
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

近
畿
財
務
局
が
９
億
５
千

万
円
も
の
国
有
地
を
、
８
億

円
も
値
引
き
し
て
売
却
し
た

理
由
や
、
小
学
校
「
設
置
基

準
の
緩
和
」
や
「
認
可
適

当
」
と
な
っ
た
経
過
に
、
政

治
家
や
大
阪
府
知
事
等
の
関

与
は
な
か
っ
た
の
か
、
何
よ

り
安
倍
首
相
夫
妻
の
関
与
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
、
安
倍
政

権
や
維
新
の
会
と
の
密
接
な

関
係
は
、
な
ど
数
々
の
疑
惑

は
ま
っ
た
く
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
は
理
財
局
や
大
阪

府
の
一
職
員
の
判
断
で
で
き

る
こ
と
で
は
な
く
、
何
ら
か

の
「
圧
力
」
が
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
す
。
３
月

府
議
会
で
は
、
百
条
委
員
会

設
置
案
が
維
新
・
公
明
の
反

対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
関
係
者
の
国
会
証
人
喚

問
と
と
も
に
、
府
議
会
で
の

百
条
委
員
会
設
置
を
求
め
る

声
が
、
い
ま
も
圧
倒
的
多
数

で
す
。

　

「
森
友
疑
惑
」
の
震
源
で

あ
る
大
阪
府
に
説
明
責
任
と

真
相
究
明
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
、
安
倍
政
権
と
維
新
に

よ
る「
幕
引
き
」を
許
さ
な
い

大
き
な
世
論
を
大
阪
か
ら
ひ

ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

�デコレーション部門1位：郵政
ユニオン西淀川支部「核兵器、
戦争あかん！大魔神怒る」

　５月１日、第88回大阪メーデーに扇町公
園へ４千５百人が結集。府下15ヶ所の地域
メーデーを含めると、延べ１万人の労働者
・市民が参加しました。
　安倍暴走政治ストップ、平和と民主主義
をめざし、維新の会などによる権利侵害と
「独裁政治」許さない壮大なたたかいを強めようと確認しました。
　川辺和宏実行委員長は、「『戦争法』を強行した安倍政権は、『明文
改憲』を指針とし、戦争する国、戦前の特高政治の復活にむけ『駆け
つけ警護』『共謀罪』と策動を推し進めてきた。また、『森友疑惑』で
は、安倍首相・閣僚の政治姿勢と資質、日本会議なるものの存在と果
たしている役割が明瞭となり、腐敗構造が明白となった。維新の党
が、カジノ誘致のIR特区や副首都構想、再度住民投票をもくろんでい
る中で、到達と教訓を踏まえ、堺・岸和田の市政を守り、全ての行政
を住民の手にとりもどすたたかい、労働者と労働組合の権利を守るた
たかい、民主主義と平和を守るたたかいを大きく展開し、飛躍させよ
う」と強く訴えました。
　続いて、宮本岳志衆議院議員より挨拶、自由法曹団小林徹也弁護士
はじめ３人が決意表明をされました。スローガン、メーデー宣言の採
決後、西梅田コース・天満橋コースの２コースに分かれてデモ行進を
おこない「最低賃金1500円をめざそう」「森友学園問題の真相究明を
せよ」「共謀罪による監視社会、絶対反対」などシュプレヒコールを
響かせました。

第88回大阪メーデー 安
倍
・
維
新
の
権
利
侵
害
と
独
裁
政
治
を
許
さ
ず
憲
法
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う

▲共謀罪反対宣伝 ▲5.3おおさか総がかり集会

「憲法こわすな」との声、声、声

 働くものの団結で生活と権利を守り、

 暴走政治ストップ、平和と民主主義、

                中
立の日本をめざそう


